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「
あ
ん
た
の
映
画
み
せ

て
や
れ
っ
！
」
を
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
に
、
新
潟
の
イ

ン
デ
ィ
ー
ズ
映
画
の
祭
典

「
に
い
が
た
イ
ン
デ
ィ
ー

ズ
ム
ー
ビ
ー
・
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
が
十
一
月
二
十

二
日
（
日
）
、
新
潟
市
万

代
の
新
潟
市
民
映
画
館

「
シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド
」
で

開
か
れ
る
。
二
回
目
と

な
っ
た
今
回
は
、
第
一
回

の
十
四
本
を
は
る
か
に
上

回
る
二
十
八
本
の
作
品
が

集
ま
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
特
別
ゲ
ス
ト
に

映
画
作
家
の
風
間
志
織
氏
を

招
く
ほ
か
、
ぴ
あ
フ
ィ
ル
ム

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
Ｐ
Ｆ

る
。
計
三
十
八
本
の
作
品
を

一
日
で
一
気
に
上
映
す
る
と

い
う
、
持
久
力
勝
負
の
上
映

会
と
な
り
そ
う
だ
。

　
九
月
末
日
ま
で
の
一
般
作

品
募
集
で
、
新
潟
県
内
の
ほ

か
「
上
映
会
当
日
、
監
督
は

会
場
に
来
る
こ
と
」
と
い
う

規
定
に
も
関
わ
ら
ず
、
山

形
、
愛
知
、
東
京
な
ど
か
ら

応
募
が
あ
っ
た
。
ビ
デ
オ
、

八
ミ
リ
の
ほ
か
、
一
六
ミ
リ

も
二
本
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

に
い
が
た
映
画
塾
関
係
の
作

品
は
二
十
一
本
。
そ
の
す
べ

て
が
「
撮
り
下
ろ
し
」
だ
。

　
Ｐ
Ｆ
Ｆ
か
ら
の
招
待
作
品

は
風
間
氏
の
「
０
×
０
（
ゼ

ロ
カ
ケ
ル
コ
ト
ノ
ゼ
ロ
）
」

（
一
九
八
三
年
）
、
先
ご
ろ

新
潟
で
映
画
「
白
痴
」
を

撮
っ
た
手
塚
眞
氏
の
十
九
年

前
の
作
品
「
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
―
Ｓ

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
―
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｏ

Ｒ
」
（
七
九
年
）
、
山
川
直

人
氏
の
「
１
０
０
％
の
女
の

子
」
（
八
三
年
）
、
浅
野
優

子
氏
の
「
木
の
中
刺
す
魚
の

気
」
（
八
五
年
）
の
四
本
。

風
間
氏
と
、
今
回
一
般
応
募

で
出
品
し
て
い
る
、
ナ
シ
モ

ト
タ
オ
氏
の
座
談
会
も
行

う
。
　
当
日
は
午
前
十
時
開
場
、

同
十
五
分
に
上
映
が
ス
タ
ー

ト
す
る
。
終
了
予
定
時
間
は

順
調
に
い
っ
て
午
後
十
時
四

十
五
分
。
体
力
に
自
身
の
あ

る
人
は
「
完
走
」
を
目
指
す

も
よ
し
、
そ
う
で
な
い
人
は

チ
ケ
ッ
ト
を
買
え
ば
会
場
の

出
入
り
は
自
由
な
の
で
、
作

品
リ
ス
ト
を
参
考
に
出
掛
け

て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
入
場
料
は
当
日
千
円
、
前

売
り
八
百
円
。
問
い
合
わ
せ

は

に
い
が
た
映
画
塾

電
話

０
２
５
―
２
４
３
―
５
６
５

３

ｉ
ｎ
ｏ
ｕ
ｔ

内
）
へ
。

映
。
さ
ら
に
「
に
い
が
た
映

画
塾
」
の
第
二
期
三
本
に
、

第
三
期
卒
業
作
品
三
本
も
初

め
て
一
般
に
お
披
露
目
す

第
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潟
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Ｆ
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インディーズムービー・フェスティバル

映画塾関係の上映作品

表の見方は時間、作品、監督名、卒業期などの順

12：20ごろ　狩る男（佐藤広一＝3期＝）

13：45ごろ　ごきぶりゴローの危機一髪（臼木

栄美子＝3期＝）土曜の夜（結城綾子＝3期＝）

MIME　血沸き肉踊る（大橋健一＝3期＝）京子＝

予告編＝（小林優子＝2期＝）ラブリー・ラブリ

ー（更科ヒトシ＝1期＝）

1 5 ： 0 5 ごろ　第２期にいがた映画塾作品（３

本）第３期にいがた映画塾作品（３本）

16：05ごろ　夏のセシル（石川浩之＝3期＝）

17：00ごろ　HENSHIN～第一画章～／「創世

記」（inout）HENSHIN～第二画章～／「フニ

　クに　くら」（Shanon＝1期＝）HENSHIN～

第三画章～／「ゴー・ストレイ」（ナシモトタオ

＝講師＝）ごみの行方（吉田健明＝スタッフ＝）

18：35ごろ　Gir lsパンチ（柄沢優子＝3期＝）

クロアチアの大地に（宮川直子＝1期＝）

20：00ごろ　鬼ごっこ（真保巌＝3期＝）映画を

作る（矢部孝男＝スタッフ＝）レントゲンX（長

澤忍＝1期＝）

21：15ごろ　an emｐire builder（天神妖詑＝2

期＝）毛布（井上朗子＝2期＝）髪（小池博子＝3

期＝）感染（新谷豪志＝3期＝）Skip（五十嵐政

人＝スタッフ＝）　　  （時間変更の場合もあり

ます）

ゲ
ス
ト
に
風
間
志
織
監
督

　
日
・
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
映
画
祭

22

応
募
作
　
本

昨
年
の
倍

28

　
映
画
塾
事
務
所
で
十
月
十

七
日
、
新
発
田
市
在
住
の
米

国
の
映
画
作
家
を
迎
え
て
上

映
会
が
開
か
れ
た
。
「
ワ
タ

シ

ノ

映

画

見

テ

ク

ダ

サ

イ
」
。
訪
れ
た
の
は
ジ
ョ

ン
・
ス
ト
ロ
ー
タ
ー
・
ケ
ア

ン
ズ
さ
ん
＝
写
真
＝
。

　
新
潟
で
映
画
を
撮
り
た
く

て
、
機
材
を
借
り
ら
れ
る
と

こ
ろ
を
探
し
て
い
た
ら
ウ
イ

ン
ド
か
ら
映
画
塾
を
紹

介
さ
れ
た
と
い
う
。

　
ジ
ョ
ン
さ
ん
は
ア
イ

オ
ワ
大
、
パ
リ
・
ソ
ル

ボ
ン
ヌ
大
で
映
画
を
学

び
、
卒
業
後
は
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
英
会
話
補
助
教
員
）

な
ど
で
青
森
県
に
五
年

間
生
活
、
日
本
語
は
堪

能
だ
。
帰
国
後
は
シ
ラ
キ
ュ

ー
ズ
大
で
映
像
制
作
の
修
士

を
取
得
し
て
い
る
。

　
会
員
八
人
ほ
ど
の
観
客
を

前
に
、
上
映
し
た
作
品
は
十

六
ミ
リ
二
本
と
ビ
デ
オ
一

本
。
昨
年
、
卒
業
制
作
で

撮
っ
た
作
品
は
、
プ
ロ
の
役

者
と
舞
台
演
出
家
の
協
力
を

得
て
（
ジ
ョ
ン
さ
ん
の
奥
さ

ん
も
出
演
）
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
障
害
の
男
が
主
人

公

。

虫

眼

鏡

を

使

っ

た

シ
ョ
ッ
ト
が
印
象
的
だ
っ

た
。
　
映
画
塾
に
国
境
は
な
し
。

ワ
タ
シ
ノ
映
画

見
テ
ク
ダ
サ
イ

ジ
ョ
ン
さ
ん
来
塾
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回
答
が
届
か
な
い
た
め
、
総

額
い
く
ら
集
ま
る
の
か
見
通

し
さ
え
も
立
て
ら
れ
な
い
状

況
だ
。

　
定
例
会
で
は
ガ
ス
ス
ト
ー

ブ
の
使
用
を
禁
止
し
、
石
油

ス
ト
ー
ブ
に
切
り
替
え
る
な

　
映
画
塾
の
第
一
回
定
例
会

が
十
一
月
三
日
開
か
れ
、
同

日
現
在
の
会
費
納
入
状
況
は

二
十
六
万
一
千
円
と
、
九
九

年
度
予
算
の
半
分
に
も
満
た

な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
会

員
八
割
か
ら
会
費
に
対
す
る

ど
経
費
削
減
を
決
め
た
。
映

画
塾
は
発
足
し
て
い
き
な
り

存
続
の
危
機
を
迎
え
た
た

め
、
事
務
局
で
は
会
員
に

送
っ
た
申
込
用
紙
の
返
送

と
、
会
費
納
入
を
呼
び
掛
け

て
い
る
。

　
映
画
塾
の
会
費
は
０
円

（
講
座
卒
業
生
の
み
）
、
月

五
百
円
、
同
千
円
な
ど
八
通

り
に
分
か
れ
て
い
る
。
会
員

の
経
済
状
況
や
、
映
画
塾
の

存
続
へ
の
理
解
、
映
画
塾
と

自
分
と
の
関
わ
り
方
の
密
度

に
応
じ
て
負
担
す
る
額
を
決

め
て
も
ら
う
た
め
だ
。
「
お

金

が
苦

し

い

」
「

映

画

塾
は

な

く

て
も

い

い

」
と

い

う

会
員

は

「

０
円

」

で

も
構

わ

な

い
が

、

申

込
用

紙

に

そ
の

旨

記

入

の

上

、
返

送

し

て
も

ら

う

よ
う

お

願

い
し

て

い
る
。

　

し
か

し

同

日

現

在

、
事

務

所
に
戻
っ
て
き
た
用
紙
、
電

話
・
口
頭
に
よ
る
申
し
出
、

直
接
の
口
座
振
り
込
み
な
ど

を
合
わ
せ
て
も
四
十
人
程
度

で
、
百
人
余
の
「
声
」
が
届

か
な
い
。

　
九
九
年
度
予
算
（
表
参

照
）
の
収
入
見
込
み
額
は
六

十
二
万
五
千
円
。
そ
の
う
ち

会
費
収
入
は
五
十
一
万
円
を

予
定
し
て
い
る
。
二
十
六
万

円
で
は
事
務
所
家
賃
と
光
熱

費
で
ほ
と
ん
ど
が
飛
ん
で
し

ま
う
計
算
だ
。
事
務
局
は

「
自
分
に
ど
れ
だ
け
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
か
と
い
う
よ

り
、
会
費
は
再
び
新
潟
県
を

映
像
不
毛
の
地
に
戻
さ
な
い

た
め
の
『
映
画
制
作
の
環
境

維
持
費
』
と
考
え
て
ほ
し

い
。
自
分
の
で
き
る
範
囲
で

ご
協
力
を
」
と
呼
び
掛
け
て

い
る
。

第
１
回
（
十
一
月
三
日
）

【
報
告
事
項
】
会
費
状
況
▽

「
ぴ
あ
」
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
出
品
誘
い
▽
次
回

定
例
会
は
十
一
月
十
七
日

【
決
定
事
項
】
事
業
年
度
は

十
一
月
一
日
か
ら
翌
年
の
十

月
三
十
一
日
▽
経
費
節
減
の

た
め
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
の
使
用

は
禁
止
▽
電
話
権
利
購
入
先

送
り
。
会
員
の
友
人
か
ら
無

償
で
借
り
受
け
▽
コ
ピ
ー
機

の
ト
ナ
ー
購
入
。
た
だ
し
現

在
の
故
障
個
所
に
つ
い
て
は

金
銭
的
な
理
由
な
ど
の
た
め

修
理
見
送
り
▽
フ
ァ
ク
ス
の

修
理
。
た
だ
し
修
理
費
一
万

円
以
上
の
場
合
再
検
討
▽
桐

生
映
画
塾
イ
ベ
ン
ト
へ
の
人

員
派
遣
。
た
だ
し
交
通
費
、

宿
泊
費
な
ど
は
参
加
者
負
担

99年度予算
収　入

会　　費　　510,000円

　　　　（見込み内訳）月2,000×10人×12月＝240,000

　　　　　　　　　　　月1,000×10人×12月＝120,000

　　　  月500×10人×12月＝60,000

　　　  年3,000×30人＝90,000

レンタル料　　 6,000円（機材レンタル料）

物販収入　　105,000円（ビデオ、記録集見込み）

その他　　　　 4,000円（寄付など）　　　　　　　　

合　計　　　625,000円

支　出

事務所家賃　120,000円（月10,000×12月）

光熱費　　　120,000円（月10,000×12月）

消耗品費　　  10,000円（日用雑貨品、事務用品）

郵送費　　　  50,000円（映画塾新聞等送付郵送料）

印刷費　　　  24,000円（リソグラフインク代等修理）

積立金　　　  50,000円（コピー機）

電話権利金　  50,000円

電話代　　　  96,000円（月8,000×12月）

ビデオ制作費  30,000円（1000×30本）

予備費　　　  75,000円　　　　　　　　　　　　　　

合　計　　　625,000円
◇予算の確認事項◇

会員の増加等により収入が伸びた場合は次のものに支出す

る。執行については、定例会で決定する。

1.機材購入費（映写費､編集機､スプライサー､リールなど）

2.書籍・資料購入費

3.交通費（交流や見学等）

4.ホームページ開設・維持費（現在は個人負担のため）

5.事業費（にいがた映画塾開催費等）

映
画
塾

早
く
も

存
続
の
危
機

11月3日現在

会
費
納
入
額
　
万
26

◇会費は8種類あります

　　0円（講座卒業生のみ）

　　月額500円    　　年額6000円（一括）

　　月額1000円  　　年額12000円（一括）

　　月額2000円  　　年額24000円（一括）

　　年額3000円（一括）

◇支払い方法は3通りあります

　1.現金払い（映画塾役員に直接お支払い下

さい＝一括払いのみ）

　2.郵便振込（郵便局で下記口座に直接お振

り込み下さい＝一括払いのみ）

　　口座番号００６８０―４―１８０８８

　　口座名義人　にいがた映画塾

　3.郵便局口座引き落とし＝なるべくこの方

法を選んで下さい（事務所にご連絡下さい。

引き落とし依頼書をお送りしますので、お近

くの郵便局で手続きをお願いします）

◇申込用紙送付、問い合わせ先

〒950-0086　新潟市花園2-3-2

　　　　　　  飛鳥ビル１Ｆ

にいがた映画塾事務局

電話・ファクス

０２５―２４３―５６５３（ｉｎ ｏｕｔ内）

０２５―２４８―９６５５（笹崎事務所内）

会費納入のお願い

にいがた映画塾は、皆さんの会費で支

えられています。ご協力下さい。

（映画塾事務局）

予
算
の
半
分
以
下

定
例
会
報
告


